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Abstract
The skin is always exposed to the environment, because it is localized at the outermost layer of the body. Therefore, it 

is well recognized that the skin is continuously affected by changes in environmental factors and responds to those in order 
to maintain homeostasis. The accumulation of those responses is considered to be a factor that accelerates skin aging, which 
is supported by differences of perceived age between twins who have spent their lives in different environments. Thus, the 
concept of the exposome, which is the sum of all factors the body is exposed to from conception to death, has been proposed 
to discuss the influence of environmental factors on skin aging. The author introduces the contribution of the exposome to 
skin aging focusing on sunlight, air pollutants and humidity. Those environmental factors increase oxidation levels in kerati-
nocytes and fibroblasts, which results in the onset of the aging process. These results support the importance of daily care on 
moisturizing and anti-oxidation in order to delay skin aging.

Key words: skin aging, environment factor, sunlight, air pollutants, humidity.

1. は じ め に

皮膚は生体内部と外環境の境界に位置し，環境因子に
常に曝されている臓器である。皮膚がおかれた環境か
ら，外の環境に由来するさまざまな刺激に対応しバリア
として働くことにより恒常性を維持している。
近年，高齢一卵性双生児の認知年齢が異なる事実か
ら，環境因子に対する暴露履歴が皮膚老化の進行に強く
影響することが明らかにされた。そこで，受胎から死に
至るまでに個人が受けるすべての因子のことをエクスポ
ソーム（exposome）と定義し，皮膚老化に関する主要な
エクスポソームとして，紫外線（UV: Ultraviolet light），
可視光線（VL: Visible light），赤外線（IR: Infrared light）
を含む太陽光線，温度環境，大気汚染物質，喫煙，食事
環境，睡眠，心理的ストレスさらには化粧品などが挙げ
られている 1）。
本稿では老化皮膚の特徴について解説したのち，太陽
光線，大気汚染物質，環境湿度などの環境因子が皮膚老
化に及ぼす影響に関するこれまでの知見を紹介する。

2. 老化皮膚の特徴

皮膚老化には生理的に進行する老化と環境因子（ここ
では太陽紫外線であるが）によって加速される光老化が
ある。老化皮膚の外観的な特徴には色調変化として色素
斑（老人性色素斑）と形態変化としてシワ，タルミがあ
る。この外観的な特徴の形態変化は，真皮の構造変化に
起因すると考えられている。生理的老化，および光老化
皮膚の真皮では上層のコラーゲン線維の減少，弾性線維
の細線維であるオキシタラン線維の消失，さらに中層に
はエラスチン線維の過増生が観察される。コラーゲン線
維は分解されたフラグメントの存在が高齢者の露光部皮
膚において多く観察される。また，全層にはカルボニル
タンパクの蓄積，過増生したエラスチン線維には糖化タ
ンパクの沈着が観察される。

3. コラーゲン線維の減少メカニズム

コラーゲン線維は，線維芽細胞によりコラーゲンペプ
チド鎖が合成されトリプルへリックス構造をとるプロコ
ラーゲンとなる。プロコラーゲンは細胞外へ分泌された
後，両末端ペプチドが切り離され LOX（Lysyl oxidase）
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